
成年後見制度に関するニーズ調査について 

 

１．ニーズ調査の目的 

 成年後見制度に関連する相談窓口案内チラシ・ポスターを配布した関係機関に対し、

その活用状況等を検証し、今後の効果的な広報方法の検討を図るため。 

 

２．調査先 

 ９８７か所（詳細は別紙のとおり） 

 

３．調査期間 

 令和５年３月から令和５年４月１５日まで 

 

４．集計結果報告（令和５年５月１日時点） 

 
〈しなかった理由〉 

・成年後見人はすでに申請をされている方が多く説明の必要が少ないため。 

・必要な場合はインターネット等の資料を使用しているため。 

・掲示場所がなかったため。 

・届いたか覚えていない。 

・担当が交代し、前任者から引き継ぎがなかった。 

・必要と思われる人がいなかった。 

・他の資料を利用したため。 

・掲示するポスターは全店統一のため。 
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（1）配布・掲示しましたか。

した しなかった
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（2）何部配布しましたか。

1～10部 11～20部 21～30部 31部以上
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表現・内容がわかりやすい

表現・内容がわかりにくい

字が細かい

特になし

（３）内容へのご意見をお聞かせください。
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（４）どのような方に配布されましたか

本人 親族 関係者
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0 10 20 30 40 50 60 70

日常の金銭管理
諸手続における書類作成・手続同行

近隣とのトラブル
本人の今後の生活不安

多額な資産の管理・処分
浪費・借金問題
消費生活問題

病院・医療に関する事項
契約関係

親亡き後の子の将来
相続、遺言

成年後見制度について
家族信託について

その他

(５)日頃の業務で受ける相談内容
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日常の金銭管理
多額の資産の管理・処分

保険金の受取
遺産分割などの相続手続
施設や病院の契約手続

施設や病院での緊急連絡先・身元引受人の記載
本人死亡時の遺体・遺品引取り・葬儀等

行政機関などの窓口の手続き
本人の見守り

その他

(6)必要だと感じる支援
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パンフレット・チラシ・ポスター

具体的な事例紹介

説明動画の作成・配信

制度の説明会

個別相談会

その他

(7)どのような広報の方法を望まれますか。



 

 
（10）成年後見制度に関するご意見等ございましたらご自由にご記載下さい。 

・申請（申立て）してからの時間がかかりすぎる。 

・所得や預貯金に応じた利用者の割合が知りたいです。 

・費用はいくらかかるのかを気にされる方が多いように思います。パンフレット等に費用

面の事も記載があるとありがたいです。 

・書類が煩雑で申立のハードルが高いです。 

・親の想いだけで制度利用をさせても、本人と後見人の相性が良く無かったり、本人の

自由が無かったりしないよう、障害が重くても「自己決定・自己選択」の権利は守られる

べきだと思います。 

・お金がかかりすぎるという理由で必要な人が利用できない。 

・弁護士などへの相談は敷居が高い。ケアマネジャーからつなげてもらえるといいと思

います。 
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制度内容を知る機会が充実すること
手続きなどの複雑さが解消されること

助成制度などが充実すること
専門職による助言が得られる体制の整備

身近な相談窓口があること
本人の状況等を踏まえた適切な後見人の選任
制度の相談にのる相談員の相談技術の向上

その他

(8)市民の方が成年後見制度を利用しやすくなるには
どのようなことが重要と思われますか。
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事例検討会

基礎的な理解

周辺制度の理解

その他

(9)学びたいこと・テーマをご記入ください。



・制度活用のための心理的ハードルがある方が多いことと、手続きが煩雑で時間がか

かることがあり、支援者も負担が大きく感じています。また、制度の理解を深めるよう研

修会等に参加していますが、それでも知識が十分に得られたと思えないことも適切な

制度活用につながっていないのではないかと感じています。 

・申立て手続などが実務的、経済的に行いやすくなるといいと思っています。 

・成年後見制度はその方の権利を守る制度であるが、後見レベルでは権利を奪うこと

にもなりかねないので、慎重に対応することが必要と思われる。本人の利益を守ること

を基本とする認識が重要。 

・制度についてもっと知る機会が増えるとよいと思います。 


